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ユ

ダ
ヤ

教
に

お

け

る

ギ
リ
シ

ア

文
化
の

衝
撃

市
　
川

裕

　
冖

つ

の

宗
教
文
化
の

形
成
に

お

い

て、

異
文
化
と

の

接
触
が
重

要
な
役

割
を

果
た

す
こ

と
が
あ
る

。

日

本
文
化
に

お

け
る

中
国
文

化
の

影
響
は
言

う
ま

で

も
な

く、

近

代
日

本
文
化
の

成
立
に
、

西
洋
文
化
の

果
た

し

た
役

割
は

特
筆
大
書
さ
れ

る
べ

き

も
の

で

あ
る

。

本
稿
は
、

ユ

ダ
ヤ

教
の

歴
史

を

振
り
返
っ

て
、

ユ

ダ
ヤ

教
独
自
の

文
化
形
成
に

果
た

し
た
ギ
リ

シ

ア
思

想
の

意
味
を

考
察
す
る

。

い

か

な
る

衝
撃
を

与
え

、

い

か

な
る

応
答
が

成

さ

れ
た

か
。

そ
こ

か

ら
、

両
文
化、

特
に

ユ

ダ
ヤ

教
の

特
徴
を

浮
き

彫
り

に

し

た

い
。

　

史
上

、

ユ

ダ
ヤ

教

は
ギ

リ
シ

ア

思

想
と

二

度

遭
遇
し

た
。

古
代

、

中

世、

近
現

代
で

あ
る

。

現
代
の

状
況
は、

レ

ヴ
ィ

ナ

ス

の

自
己

規
定
の

仕

方
に

明
快
な
立
場
が

表
明
さ

れ
て

い

る
。

パ

レ

ス

チ

ナ
以

外
の

土

地
に

住

ん

で
、

ユ

ダ
ヤ

的
で

も

あ
り
ギ
リ
シ

ア

的
で

も

あ
る

こ

と

を
希
望

す
る

ユ

ダ
ヤ

人
は、

ど
こ

に

い

て

も
生
き
て

い

く
の

を
可
能
に

す
る

ア

イ

デ

ア
が

求
め

ら

れ
る
。

そ
こ

か

ら

彼
は、

土
地

取
得
と

い

う

カ
へ

の

意
志
で

は

な

く
、

タ
ル

ム

ー
ド
の

知
恵
を
現
代

的
に

定
式
化
す
る

こ

と

の

必
要

性
を

、

身
を

も
っ

て

体
現
し

た
。

そ

こ

で

想
定
さ
れ

る
ユ

ダ

ヤ

的
な
る

も

の

と

は
、

タ
ル

ム

ー
ド

的
な

学
問
で

あ
っ

た
。

　
で

は

な
ぜ
、

タ
ル

ム

ー
ド

な
の

だ
ろ

う
か

。

そ

こ

で

古
代
の

ギ
リ
シ

ア

と

の

遭
遇
を

振
り
返
る

と

き、

タ
ル

ム

ー
ド

の
賢

者
た
ち

は、

ギ
リ
シ

ア

思
想
の

魅
力
と

と

も
に

そ
の

脅
威
を

自
覚
し

て

い

た
こ

と

が

確
認
さ
れ

る
。

か

れ
ら
は

、

ユ

ダ
ヤ

人
の

学
問
の

領
域
に

制
限
を
設
け

、

ま

た

ギ
リ

シ

ア

語
と

い

う
言
語
の

学
習
を

子

供
に

禁
じ

た
の

で

あ
る
。

事
実、

ラ

ビ
・

ユ

ダ

ヤ

教
に

お

い

て、

ギ

リ

シ

ア

語
の

著
作
は

継
承
さ

れ
な
か

っ

た
。

ギ
リ
シ

ア

語
訳
聖
書、

旧

約
聖

書
外
典、

黙
示

文
学、

神
秘
主
義
的

教
説
し

か

り
で

あ
る

。

し

か

も、

ギ
リ

シ

ア

語
に

よ

る

著
作
で

は
個
人
名

の

論
文
が
一

般

的
で、

個
人
の

思
想
を
表

明
す
る

文

化
と

す
れ
ば、

ユ

ダ

ヤ

的
学
問
は、

神
の

言
葉
そ

の

も
の

を

表
出
す
る

文

化
を
作
り
出
し
た

。

タ

ル

ム

ー
ド
に

し
ろ、

ミ

ド

ラ

シ

ュ

に

し
ろ、

編
纂
さ

れ
た

著
作
は

す
べ

て

神
の

言
葉
と

教
え
を

中
心
に

据
え
る

。

　

言
語
の

自
覚
的
な

廃
棄
と

、

あ
る

種
の

学
問
領
域
の

自
覚
的
な

廃
棄
と

は

密
接
に

結
び
つ

い

て

い

た

と

思
わ
れ

る。

ト
ー

ラ

ー

の

啓
示
に

対
す

る

絶
対
的
な
信
頼
を

破
っ

て

は

な

ら
な

い

と
い

う
大
前
提
か

ら
、

四

つ

の

学

問
領
域
が

忌
避
さ

れ
た

。

四
つ

と

は
、

「

上、

下、

前、

後
ろ
」

に

対
す

る

探
究
で

あ
る

。

上
と
は

形
而
上
の

世
界、

あ
る

い

は

天
の

玉

座
の

観
想

で

あ
り、

下
と

は

死
後
の

生

命
や

霊

魂
の

行

方
に

つ

い

て

の

思

索
で

あ

る
。

前
と

は
、

天
地
創
造
の

始
ま

り

で

あ
り、

後
ろ

と

は
、

世
の

終
わ
り

を
め

ぐ
る

思
索
で

あ
る

。

こ

れ
ら

四

つ

の

事
柄
に

思
い

を

致
す

者
は、

こ

の

世
に

生
ま

れ

て

こ

な

い

方
が

よ

か

っ

た

と

さ
え

い

わ

れ
た
（
ミ

シ
ュ

ナ
・

ハ

ギ
ガ
ー

2
・

1）
。

こ

れ

ら

四
つ

は、

ヘ

レ

ニ

ズ
ム

時

代
の

イ
ス

ラ

エ

ル

で、

神
殿
祭
司
層
を

中
心
に

黙
示
文
学
の

主
要
テ

ー
マ

だ
っ

た
。

人

聞
の

魂
が

天
に

上
昇
し
、

各
天
球
を

通
過
し

て

神
の

玉
座
メ

ル

カ

ヴ
ァ

ー

に

至
る

と

い

う
天
界
飛
行

。

世
界
の

始
ま

り

は
、

言
葉
に

よ

る
天
地
創

造
の

業
マ

ア

セ

・

ベ

レ

シ

ー
ト
を

究
明
す
る

学
問
へ

と

発
展
し

た

が、

万

物
の

原
因
と

原
初
を

究
明
す
る

「

ア

ル

ケ

ー

の

学
」

は、

ギ
リ

シ

ア

哲
学

の

本
領
で

あ
る

。

世
の

終
わ
り
は
、

「

エ

ス

カ

ト
ス

の

学
」

と

し

て

黙
示
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文
学
の

格

好
の

題
材。

霊

魂
の

不
死
に

至
っ

て

は
、

プ

ラ

ト

ン
・
王

義
や
ピ

タ

ゴ

ラ

ス

派
の

主
題
で

あ
る

。

　

ユ

ダ
ヤ

教
は
こ

れ

ら

四
つ

の

事
柄
が、

経
験
的
に

知
り
得
な
い

領
域
の

知

識
で

あ
っ

て
、

生

半
可
な

知
識
は

軽
率
に

神
の

権
威
を
疑
い
、

ト

ー

ラ

ー
の

根
拠
を
揺
る

が

し

か

ね

な

い

と

し
て

忌
避
し
た

の

で

あ
る

。

ユ

ダ
ヤ

教
が

定
め

る

人
聞
の

歩
む
べ

き

義
な

る

道
ハ

ラ
ハ

ー

と

は
、

経
験

世
界
に

お

け
る

日
々

の

営
み

に

お

い

て
、

何
が
正

し

く
何
が

邪
な

行
い

で

あ
り、

何
が

許
さ
れ

何
が

禁
じ

ら
れ、

何
が

清
く
何
が

穢
れ
て

い

る

か

を

識
別
し

実
践
す

る

学
で

あ
り

、

こ

れ
こ

そ
が
こ

の

世
に

お

い

て

神
の

栄
光
の

宣
揚

を

意
味
し
た

。

　

ギ
リ
シ

ア

の

学

問
は

中
世
に

お

い

て

イ
ス

ラ

ー

ム

哲

学
を
通
し

て

ア
ラ

ビ

ア

語
に

翻
訳
さ
れ

て

圧
倒
的
魅
力
を
も
っ

て

立
ち

現
れ

た
。

し

か

し
、

ア

ラ
ビ

ア

語
で

為
さ
れ
た
ユ

ダ
ヤ

哲
学
は
一

二

世
紀
の

マ

イ
モ

ニ

デ
ス

を

頂
点
に

衰
退

す
る

。

彼
は

、

ユ

ダ
ヤ

法
に

つ

い

て

は

ヘ

ブ

ラ
イ

語
で

著
作

し
て

お

り
、

ユ

ダ

ヤ
教

的
思

惟
は
、

ヘ

ブ
ラ

イ

語
に

よ

っ

て

こ

そ

浸

透
す

る

こ

と

を
自

覚
し

て

い

た
か

の

ご
と

く
で

あ
る。

聖

人
の

誕
生

　
　

　
　

コ

プ

ト
・

キ

リ

ス

ト

教
を

事
例
と

し
て

岩

崎

真

紀

　
カ

ル

ケ

ド
ン

公
会
議
に

お

い

て

異
端
宣
告
さ
れ
ロ

ー
マ

教
会
と

袂
を
分

か
っ

て

以
来、

エ

ジ
プ

ト

で

独

自
の

発
展
を
遂
げ
た

キ
リ

ス

ト
教、

コ

プ

ト
・

キ

リ

ス

ト

教
（
コ

プ

ト
正

教
会）

の

信
仰
世
界
を
理
解
し

よ

う
と
す

る

と

き、

そ
の

特
徴

的
な

要
素
の

ひ

と

つ

に

聖
人

崇
敬
が
あ

る
。

コ

プ

ト
・

キ
リ
ス

ト

教
に

お

け
る

聖

人
と

は
、

信
仰
者
の

理
想
で

あ
る

と

と

も

に
、

神
と
人

間
の

あ
い

だ

の

と

り
な

し

（
シ

ャ

フ

ァ

ー
ア）

を

行
う
存
在

で

あ
る
。

コ

プ

ト

の

公
的
な

教
義
に

お

い

て

は、

あ
る

人
物
が

聖
人
と

認

定
さ

れ

る
た
め

に

は、

死
後
五

〇
年
と

い

う

期
間
と、

厳
格
な

列
聖
制
度

に

則
っ

た
審
査
が

必
要
と

さ

れ

る
。

し

か

し、

現
実
に

は

特
殊
な

宗
教
的

能
力
を

持
っ

た

人

物
は

、

存
命
中
で

も、

死

後
五

〇
年
未
満
で

も
、

聖
人

と

み

な
さ

れ
、

人
々

の

崇

敬
を

集
め

る
。

　

本
発
表
で

は
、

エ

ジ
プ

ト

中
部
の

都
市
ミ

ニ

ヤ

市
近
郊
の

村
で

現
在
司

祭
を

務
め

て

い

る
ア

プ
ー
ナ

ー
・

イ
ン

ジ

ー

リ
ウ

ス

と

い

う

修
道
士
の

半

生
と

信
仰
実
践、

そ
し
て、

彼
に

対
す

る

人
々

の

崇
敬
を
見
て

い

く
こ

と

で、

コ

プ
ト
・

キ

リ
ス

ト
教
に

お

け
る

聖
入
崇
敬
が

い

か

に

し
て

成
り

立

っ

て

い

る

か

を

考
察
し
た

。

　

ア

プ

ー

ナ

ー
・

イ
ン

ジ

ー

リ
ウ

ス

は
、

　一

九
三

二

年
［
一

月
二

五
日、

ミ

ニ

ヤ

の

南
約
二

〇
〇
キ
ロ

に

位
置
す
る

ソ

バ

ー

ジ
ュ

県
ジ
ュ

ハ

イ
ナ

市

で
、

裕

福
な
大
工

の

両
親
の

も
と
に

誕
生
し

た
。

家
族
の

知
人
に

修
道
士

が

お

り
、

彼
は

修
道
生
活
に

興
味
を
抱
く
よ

う
に

な

る
。

　一

六

歳
を
迎
え

る

と

同
時
に

故

郷
を

出
て
、

修
道
士
と

な

る

べ

く

紅
海
に

面
し
た

東
方
砂

漠
に

あ
る

世
界

最
古
の

修
道
院
聖
ア
ン

ト
ニ

ウ

ス

修
道
院
に

入
っ

た。

同

院
で

修
道
生
活
を
送
る
一

方
、

前
総
主

教
キ
ュ

リ

ロ

ス

六

世
の

指
名
に

よ

り
、

六

八

年
か

ら
七
五

年
に

は

エ

ル

サ

レ

ム

の

コ

プ

ト

教
会
の

司
祭
を
務

め

た
。

帰
国
後
ベ

ニ

・

ス

エ

ー

フ

県
（
ミ
ニ

ヤ

県
の

北
隣）

の

修
道
院
に

入
る

が
、

七
六

年、
「

聖
ジ
ョ

ー
ジ

の

導
き

に

よ

っ

て
」

現
在
司
祭
を

務

め
る

サ

フ

ト
・

シ

ャ

ル

キ

ー

ヤ

村
の

聖
ジ
ョ

ー

ジ

教
会
の

司
祭
と

な

り、
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